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各局の「盗聴特集」取材班がAさんちの盗聴器を発見…!?
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 〜道路運送車両の保安基準編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（保安基準第2条第1項・細目告示
第162条第1項⑴）自動車の測定は空車
状態で行い、高さは3.8メートルを超えて
はならない。 
❷ ○（保安基準第4条）セミトレーラ以外
の自動車で、最遠軸距が5.5メートル未満
の自動車の車両総重量は、20トンを超え
てはならない。
❸ ○（保安基準第4条の2第1項）自動車
の軸重は、10トン（牽引自動車のうち告
示で定めるものにあっては、11.5トン）を
超えてはならない。
❹ ×（保安基準第4条の2第3項）自動車

の輪荷重は、５トン  （牽引自動車のうち
告示で定めるものにあっては、5.75トン）
を超えてはならない。ただし、専ら路面
の締め固め作業の用に供することを目的
とする自動車の車輪のうち、当該目的に
適合した構造を有し、かつ、接地部が平
滑なもの（当該車輪の中心を含む鉛直面
上に他の車輪の中心がないものに限る）
の輪荷重にあっては、この限りでない。
❺ ×（保安基準第6条第1項）自動車の最
小回転半径は、最外側のわだちについて
12メートル以下でなければならない。

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等
北 海 道 9/15～ 17 「トラック協会杯第29回全道少年団（U-11）サッカー大会」（札幌サッカーアミューズメントパーク）

（札幌地区） 9/2 「チビッコ集まれ！読み聞かせ広場 ｉｎ アリオ札幌」オリジナル絵本配布、絵本読み聞かせ、ぬりえコンテスト、記念撮影、トラック乗車体験、パネル展示、ランディー交通安
全免許証プレゼント等

（函館地区） 9/30 「トラック☆フェスティバル IN 函館」キャラクターショー、トラック冷凍室体験、青果販売、お菓子まき等

（室蘭地区） 9/22（予定）「トラックフェスタ2018」（イオンモール苫小牧）キャラクターショー、輸送相談、トラック交通安全クイズ大会、トラックもの知りクイズラリー、パネル展示等

（旭川地区） 8/18 「来て！見て！乗って！トラックふれあいフェスティバル」（旭川地場産業振興センター）シミュレータ体験、職業体験、自転車安全教室、トラック死角体験、パネル展示等

（十勝地区） 9/9（中止）､
10/16

絵本読み聞かせ、トラック乗車体験（9/9 帯広市西2条南9丁目ホコテン会場、震災の影響により中止）、「トラックの森づくり植樹式」（10/16 幕別町千住スマイルパーク内）、
旗の波で安全運転啓発（10/16 幕別町千住歩道上）

（釧根地区） 9/23 「トラックDAYフェスタ２１」（イオンモール釧路昭和東通り正面入口前駐車場内特設会場）キャラクターショー、トラック乗車体験、車両展示、縁日等

（北見地区） 9/2 「2018 トラックの日 in ｋｉｔａｍｉ」北見ファミリーランド１日無料開放、わくわくお祭り広場（模擬店）等

青 森 県 10/8 「トラック感謝デー2018」（青森県観光物産館「アスパム」駐車場および青い海公園）車両展示、トラック綱引き大会、スタンプラリー、ステージイベント、ラジコントレーラ
操縦体験、人材確保・トラック輸送ＰＲパネル展示等

岩 手 県 9/30 「トラックフェスタ2018 in アピオ」（滝沢市） トラックの車両展示・乗車体験・死角体験・綱引き、フォークリフト体験乗車、「輸送戦隊ハコブンジャー」ショー、食の振る舞い、
絵画コンクール入賞作品展および表彰式等

宮 城 県 10/7 「エコなトラックの日フェア２０１８～トラックがつなぐ快適な暮らし～」（亘理町鳥の海特設会場）ステージイベント、地場産品チャリティー販売、トラック体験乗車および展示、トラックと
綱引き、物流の授業、ワークショップ（ドクターイエローバッテリーカー、トラックのペーパークラフト、花フルスマイル、ネイチャー教室）、ラジオ特番の作成（後日放送）等

秋 田 県 9/22 「トラックフェスタ2018」（ポートタワー・セリオン）交通安全パレード、ステージイベント、パネル展示、トラックの展示・乗車体験、絵画コンクール表彰式、撮影会等

山 形 県 10/14 「トラックの森」育成事業・植樹した樹木の手入れ、追肥、下草刈り他・地域清掃活動、交通安全指導等の実施、山形県総合会館でのイベント

福 島 県 9/29、10/13 「トラックの日」フェスタ in２０１８（9/29 郡山市ビックパレットふくしま）トラック等車両展示、模擬店、ステージイベント。「トラックの森」づくり事業（10/13 相馬市磯部地
区）海岸防災林植樹活動

茨 城 県 10/20 本部：トラックの日PRキャンペーン事業、支部：各地区産業祭へのブース出店によるPR活動、道路清掃作業等

栃 木 県 10/7 「第26回トラックの日感謝デーイベント」（道の駅うつのみや「ろまんちっく村」）キャラクターショー、車両展示、スタンプラリー、クイズ大会、模擬店等

群 馬 県 10/6、14 県下１４支部において一斉道路清掃活動（10/6）、 群馬県トラックの森づくり事業（10/14 前橋市嶺公園内のトラックの森において下草刈り）

埼 玉 県 11/10 「交通安全・環境フェア」（埼玉スタジアム2002［にまるまるに］東駐車場）絵画コンクール表彰式。各支部独自に交通安全運動および清掃活動等を実施

千 葉 県 9/22～ 11/23 県下16支部および千葉県トラック協会、青年部会にてトラックの日イベント。グッズ配布、交通安全啓発、清掃活動、絵画・交通安全標語コンクール等

東 京 都 9/22･23、9月
上旬～11月上旬

9/22･23：（本部）「トラックフェスタTOKYO2018」（代々木公園）事故防止・環境対策に取り組む緑ナンバートラックをPR。9月上旬～11月上旬：（支部）26支部で街
頭活動や地域イベント等と連携したPR活動を実施

神 奈 川 県 9/30、10/13・
14、11/24・25

「第35回交通安全こどもショー」（9/30 神奈川県民ホール）ミュージカル、県警教育隊による交通安全啓蒙劇、トラックデザインコンテスト表彰式等。第19回「夢を運ぶト
ラックデザインコンテスト」作品展示（10/13・14 小田原ダイナシティ、11/24・25 クイーンズスクエア横浜）

山 梨 県 10/6、
11/10･11

「トラックの日・山梨フェスタ２０１８」（10/6 甲府駅北口よっちゃばれ広場）環境標語表彰式、業界実態ＰＲブース開設、緊急救援物資輸送訓練、トラックパレード、各委員
会ＰＲブース開設、ステージイベント、飲食物等の販売コーナー等。臨時出張輸送相談所開設（11/10・11 小瀬スポーツ公園）他

新 潟 県 10/9前後、10月下旬 県下8支部で道路清掃活動 （10/9前後）、新潟県交通遺児支援募金贈呈 （10月下旬）

長 野 県 10/6・7・
13･14

7地区にて各種イベント（10/6 北信・上伊那・中信、10/7佐久、10/13上小、10/14諏訪・下伊那）車両展示、乗車体験、ステージイベント、交通安全教室、特産
品販売等

富 山 県 7/28、10/9 県内小学生を対象にした職業体験イベント「ジョブキッズとやま2018」にて運行管理者、ドライバーの職業体験と運送業界PR（7/28）。交通安全街頭キャンペーン（10/9 
北陸道上り有磯サービスエリア）トラックの日のチラシ・グッズ等配布

石 川 県 10/6、21、
10月中旬 道路清掃活動クリーン作戦2018（10/6）、第46回石川の技能祭りでのPR活動（10/21）、交通災害等遺児をはげます会への寄付金の寄贈（10月中旬）

福 井 県 10/21 「トラックフェスタ２０１８＠エンゼルランドふくい」（坂井市エンゼルランド）　トラックお仕事体験、乗車体験、先着５００人にミニチュアトラックプレゼント

岐 阜 県 10/7 「たじみ茶碗まつり2018」（多治見美濃焼卸センター）にて「交通安全こども広場」出展。トラック乗車&死角体験、ドライバーお仕事体験、自転車シミュレーター、マスコッ
トキャラクター「ギトラ」の着ぐるみによるＰＲ、オリジナルのミニカー・うちわ・ポケットティッシュ配布

静 岡 県 10/13・14 「トラックがつなぐ！ 静岡県の観光・物産・物流フェア」（ツインメッセ静岡・南館）紙アプリによる「未来の乗り物」、独自制作したVR映像を使用したトラック運送業界の
PR、大型トラックの搭乗体験

愛 知 県 9/30 「第14回みんなで学ぼう！トラックと交通安全・環境フェア」（豊田スタジアム）交通安全・環境に係る展示、愛知県トラック協会活動紹介エリア、ふれあい警察エリア、ステ
ージショー、オリジナルミニカープレゼント、車両展示、乗車体験、死角体験等

三 重 県 10/9、11/11 支部：道路清掃活動（10/9）、本部：トラックフェスタ（11/11）

滋 賀 県 6/3、10/13 「おうみ路クリーンアップ」（6/3 滋賀県下主要道路の清掃活動）、「第3回滋賀県交通安全フェア」（10/13 竜王ドラゴンハット）ステージイベント、23ブースにて交通安全
教室、車両展示等により交通事故防止啓発活動

京 都 府 10/14、11/10「KTKラリースタート式およびトラックフェスタ2018」（10/14 京都パルスプラザ）トラック引きレース、車両展示、ブース出展、屋台、ヒーローショー。「トラックの森整備・充
実事業」（11/10 銀閣寺裏山国有林）　

大 阪 府 7/9～ 9/21、
12/25 第27回児童絵画コンクール【テーマ「わたしたちの生活をささえるトラック」】作品募集（7/9～ 9/21）、表彰式（12/25）

兵 庫 県 10/14 スタンプラリー、トラッククイズ、子ども運送体験、ドライバー体験、ステージイベント等（大手前公園）、兵庫県下13か所で啓発品等配布

奈 良 県 9/30 「トラックの日」ＰＲ活動（近鉄奈良駅前行基広場）　事故防止・交通安全対策、環境対策、災害時緊急輸送対策等に関する啓発活動

和 歌 山 県 10/7 「夢のトラック・おもしろいトラック」絵画展示、子ども向けトラック運送会社職業体験コーナー、交通安全教室、屋台コーナー等（和歌山ビッグホエール）

鳥 取 県 9/22、10/9前後 森林整備（9/22 伯耆町「トラックの森」）、県下各会員事業所周辺の清掃、交通安全教室・交通遺児募金・児童絵画コンテスト（10/9前後）　

島 根 県 10/13、11/3 「トラックの森」草刈り（10/13 松江市・山陰道宍道湖サービスエリア裏山）、トラック業界PR活動（11/3 浜田市）

岡 山 県 9月～11月 働くトラックファミリーフェスタ（10/20 岡山市サウスヴィレッジ）、トラックの森づくり事業（長船美しい森）、小学生絵画コンクール、献血事業等

広 島 県 10/14 「第26回ひろしまトラックまつり」（広島運輸支局構内）乗車体験、トラックドライバー1日体験、車両展示、引越なんでも相談会、飲食ブース、絵画コンクール作品展示・
表彰式、ミスタートラックヒーロー決定戦等

山 口 県 10/5～ 14 絵画コンクール作品展示（10/5～9 県内9か所）。各支部による国道周辺清掃活動、交通安全街頭キャンペーン（10/5～14）。「ｙａｂふれあいフェスタ2018」に出展（10/13 
きらら博記念公園）絵画コンクール表彰式、チャリティーバザー、車両展示、エコグッズ・交通安全グッズ配布等

徳 島 県 10/5、6、14 「献血キャンペーン」（10/5 四国高速運輸駐車場）、「トラックの森づくりキャンペーン（間伐）」（10/6 阿波市)、「働くトラック」絵画コンクール表彰式（10/14 ゆめタウン徳島)

香 川 県 10/14 「輸送戦隊香川トラックレンジャー」ステージイベント、PRエコ風船・啓発グッズ等配布、トラックエコ工作教室等（国営まんのう公園）

愛 媛 県 10/14、
11月（予定） トラック引きレース、車両展示、乗車体験、縁日、屋台等（10/14 愛媛県トラック総合サービスセンター） 、 「トラックの森」植樹事業（11月予定、県内）

高 知 県 9/22、10/21 「高知市交通安全広場」交通安全グッズ・業界PRクリアファイル・チラシ・パンフレットの配布（9/22）、土佐町「とらっくの森」間伐作業・地元住民との交流（10/21）

福 岡 県 9/17、10/14 「トラックプライド　オータムフェア2018」（9/17 JR博多駅前）、大道芸・風船パフォーマンス、福岡芸人爆笑LIVE、キッズダンスショー、ラッピングトラックの展示、交通安
全教室、木工製トラック作り、「トラックの日」記念行事ウォーキング大会（10/14 門司港レトロ）、ライブイベント、ラッピングトラック展示、抽選会、募金活動等

佐 賀 県 10/14、
10/9～ 22

「ばぶばぶフェスタ」に出展（10/14 どんどんどんの森広場）冷蔵冷凍車体験、絵画コンクール表彰式、ＰＲグッズの配布、ポスター掲示等。絵画コンクール入賞作品展示
（10/9～ 22 佐賀新聞社ギャラリー）

長 崎 県 9/25・26、
10/9

県北地区インターチェンジおよび県央地区パーキングエリアにおいて業界PRチラシおよび安全啓発グッズ等配布（9/25・26）。「トラックの日」、「Ｇマーク制度」、「引越安
心マーク制度」についての新聞記事広告掲載（10/9）

熊 本 県 12/1～ 2 「くまフェス2018」（熊本市内・花畑広場）に出展。ステージイベント、車両展示、試乗体験、ブース出展等

大 分 県 9/23 「おおいたトラックふれ愛デイ」（フェリーさんふらわあ・ＴＯＳハウジングメッセ）グッズ配布、トラッククイズ選手権、車両展示、エコドライブ啓発活動、絵画コンクール表彰式等

宮 崎 県 8/8、10/7 物流施設見学会（8/8）、チャリティーフェスティバル（10/7 宮崎県トラック協会）ステージイベント、飲食ブース、抽選会、白バイ・パト車両展示、青果物販売、ミニ四駆
レース段ボール迷路等

鹿 児 島 県 10/7 「トラックの日」フェスティバル2018（マリンポートかごしま）絵画コンクールの作品・ペイントトラックの展示・表彰式、乗車体験、クイズラリー、お仕事体験、ステージイベント等

沖 縄 県 9/22、10/13 「トラックの森」清掃活動（9/22 糸満市真壁公園）、「トラックの日」イベント（10/13 九州沖縄 トラック研修会館）絵画コンクール表彰式、乗車体験、ウイング車でのラ
ジオ出前生放送等

　全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中
心に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します。

（※9月14日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）

昨年のトラックの日における活動の様子

「トラックの日」各都道府県トラック協会の主な活動
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催
する社内講習会等に当財団の担当者が出向き、グリー
ン経営について説明する取組です。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

https://www.green-m.jp/https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページグリーン経営専用ホームページ
「出前説明会」受付中！

で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.3％の燃費向上、車両故障件数18.5％減少。
交通事故発生件数24.8％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成28年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック
バス、タクシー

トラック
バス、タクシー

トラック
バス、タクシー

トラック

トラック

10月18日（木）

10月12日（金）

10月26日（金）

近畿運輸局

関東運輸局

中国運輸局

中部運輸局

北陸信越
運輸局

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

中国運輸局 交通政策部
環境・物流課
☎082-228-3496

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

島根県立島根県民会館 310会議室
島根県松江市殿町158

CSA貸会議室
静岡県静岡市葵区御幸町11-8　レイアップ御幸町ビル

長野県トラック会館 研修ホール 3階
長野県長野市南長池710-3

AP大阪淀屋橋 会議室3F-K
大阪府大阪市中央区北浜3-2-25

TKP大宮ビジネスセンターカンファレンスルーム4
埼玉県さいたま市大宮区仲町2-26 富士ソフトビル

10月  1日（月） 13時30分～16時30分

10月  2日（火） 13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

13時00分～16時00分

運送業の今を少しだけ便利にする「配達くん」

信頼されて33年信頼されて33年
充実の

アフターサポート
充実の

アフターサポート
システムは安心の
自社開発！

システムは安心の
自社開発！

2018・9・15

▼
仕
事
帰
り

に
立
ち
寄
っ

た
Ｊ
Ｒ
上
野

駅
構
内
の
大

型
書
店
︒
先
ず
は
︑
文
庫
本
の
コ
ー
ナ

ー
へ
行
く
と
話
題
作
が
ズ
ラ
リ
︒
思
わ

ず
目
に
つ
く
文
庫
本
を
何
冊
か
手
に
取

り
︑
そ
の
う
ち
の
２
冊
を
購
入
し
ま
し

た
︒
次
い
で
向
か
っ
た
の
は
健
康
誌
の

コ
ー
ナ
ー
︒﹁
最
強
の
や
せ
方
！
︱
や

せ
ら
れ
な
い
の
は
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ

な
い
︱
﹂
の
タ
イ
ト
ル
に
思
わ
ず
引
き

込
ま
れ
手
に
取
る
と
︑
何
と
私
と
同
じ

体
型
の
男
性
が
真
横
で
熱
心
に
そ
の
本

を
見
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
私

も
若
か
り
し
頃
の
写
真
と
比
べ
﹁
こ
れ

が
同
じ
人
間
か
﹂
と
思
う
程
の
顔
立
ち

と
体
型
の
変
化
に
唖
然
︒
誰
し
も
加
山

雄
三
の
﹁
若
大
将
﹂
の
如
く
そ
の
面
影

を
永
遠
に
残
す
の
は
並
大
抵
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
▼
真
横
の
男
性
は
︑
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
た
び
に
﹁
う
ん
う
ん
︑
え
ー

っ
︑
そ
う
な
の
﹂
な
ど
と
一
人
呟
き
な

が
ら
遂
に
そ
の
本
を
レ
ジ
に
持
参
し
ま

し
た
︒
レ
ジ
に
向
か
う
彼
の
後
ろ
姿
に

並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
感
じ
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
︒
汗
が
滲
む
青
色
の
ボ
タ

ン
ダ
ウ
ン
を
着
た
彼
の
６
か
月
後
の
姿

が
︑
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
追

跡
調
査
し
た
い
も
の
で
す
︒
▼
か
つ
て

な
い
厳
し
い
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
今
夏

が
終
わ
り
︑
季
節
は
実
り
の
秋
へ
突

入
︒痩
せ
る
気
持
ち
よ
り
も﹁
食
べ
る
﹂

欲
が
勝
っ
て
し
ま
い
︑
涙
し
そ
う
で

す
︒
筋
ト
レ
︑
食
ト
レ
︑
走
ト
レ
と
身

体
を
絞
り
込
む
手
段
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑﹁
言
う
は

易
し
行
う
は
難
し
﹂
で
す
︒
そ
う
こ
う

す
る
う
ち
に
︑
友
人
と
の
集
ま
り
の
時

間
が
近
づ
き
書
店
を
後
に
し
ま
し
た
︒

▼
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
～
御
徒
町
駅
間
は
様
々

な
店
が
密
集
し
︑
仕
事
帰
り
の
人
達
で

毎
夜
賑
わ
っ
て
い
ま
す
︒
線
路
下
の
店

は
昭
和
初
期
の
風
情
を
残
し
︑
来
客
の

会
話
の
妙
と
合
わ
せ
喧
騒
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
︒
私
も
そ
の
夜
は
そ
の
輪
の
中

に
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
︒
▼
秋

刀
魚
や
も
つ
煮
込
な
ど
美
味
な
メ
ニ
ュ

ー
が
食
欲
を
誘
い
ま
す
︒﹁
秋
味
﹂
の

季
節
の
到
来
は
嬉
し
い
限
り
で
そ
の
語

源
は
︑
白
鮭
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
︒
そ
し
て
﹁
天
高
く
馬
肥
ゆ
る

秋
﹂
と
は
上
手
く
言
っ
た
も
の
で
す
︒

痩
せ
る
き
っ
か
け
が
大
事
で
達
成
し
た

後
の
維
持
が
大
き
な
課
題
で
す
︒
▼
風

野
真
知
雄
氏
の
小
説
﹃
痩
せ
神
さ
ま
﹄

は
︑
幼
な
じ
み
の
お
竹
と
お
松
が
お
互

い
の
で
っ
ぷ
り
と
し
た
体
型
を
﹁
お
札

を
拝
め
ば
必
ず
痩
せ
る
﹂
と
評
判
の
白

雪
神
社
に
詣
で
︑
怪
し
げ
な
神
主
の
勧

め
る
ま
ま
に
大
金
１
両
も
す
る
玉
串
を

納
め
て
お
札
を
手
に
入
れ
︑
甘
味
を
食

べ
つ
つ
神
棚
の
お
札
を
毎
夜
拝
む
が
︙

︙
︒
世
の
中
は
大
福
の
よ
う
に
そ
う
甘

く
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
痩
せ
る
も
太
る
も

悩
み
多
き
出
来
事
が
浮
上
す
る
ば
か
り

で
す
が
︑
鏡
に
写
る
我
が
身
に
人
知
れ

ず
納
得
し
た
い
も
の
で
す
︒
▼
友
人
と

の
集
ま
り
も
２
時
間
ほ
ど
で
お
開
き
に

な
り
︑
帰
る
道
す
が
ら
再
び
立
ち
寄
っ

た
の
は
駅
構
内
の
書
店
︒
あ
の
見
知
ら

ぬ
呟
き
男
性
と
同
じ
よ
う
に
︑
ダ
イ
エ

ッ
ト
本
を
手
に
レ
ジ
に
向
か
う
私
の
心

に
は
︑
密
か
に
対
抗
心
が
メ
ラ
メ
ラ
と

芽
生
え
た
の
で
し
ょ
う
か
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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流
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
︑
業
界
知
識
や
人
脈
を
飛

躍
的
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　
﹁
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知

ら
ず
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
︑
自
分
の
勤
め
て
い

る
会
社
か
ら
飛
び
出
し
て
外

の
世
界
を
知
り
︑
刺
激
を
受

け
続
け
て
い
く
こ
と
で
︑
業

界
人
と
し
て
よ
り
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
私
が

講
座
を
修
了
し
て
９
年
が
経

ち
ま
し
た
が
︑
講
座
や
合
同

勉
強
会
を
通
じ
て
出
会
え
た

仲
間
た
ち
の
話
は
い
ま
で
も

新
鮮
に
感
じ
ま
す
︒

　

今
後
は
︑
物
流
経
営
士
の

ご
縁
を
活
か
し
な
が
ら
︑
自

分
を
取
り
巻
く
皆
様
を
少
し

で
も
助
け
る
こ
と
の
で
き
る

よ
う
な
人
材
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

岡崎通運㈱ 
［天野 保弘 代表取締役］

本　　社　愛知県岡崎市
東大友町字土下35

創　　立　昭和25年8月
資  本  金　4,500万円
従業員数　542人
車  両  数　241台

会社概要

に聞く

シリーズ

　『広報とらっく』
では、定期的に物
流経営士にイン
タビューし、物流
経営士資格取得
後のメリットなど
を伺っています。
　第９回は、愛知
県トラック協会の
第17期（平成21年度）物流大学校
（物流経営士課程）で物流経営士
資格の認定を受けた、山田哲也氏
（岡崎通運㈱安全品質統括部安全
品質管理課課長）です。

 

物
流
経
営
士
認
定
番
号
「
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６
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山や
ま
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氏

	

岡
崎
通
運
㈱　
安
全
品
質
統
括
部

安
全
品
質
管
理
課　
課
長

物流経営士
 

第
９
回

︱
︱
物
流
大
学
校
講
座
受
講

の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　　

当
社
は
︑
自
動
車
部
品
の

輸
送
を
中
心
に
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
私
は
大
学
を
卒

業
後
︑
平
成
12
年
４
月
に
当

社
に
入
社
し
︑
配
車
や
倉
庫

管
理
の
仕
事
を
経
て
︑
23
年

よ
り
現
在
の
安
全
品
質
管
理

部
門
に
所
属
し
て
い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
16
年
度
（
第
12

期
物
流
経
営
士
課
程
）か
ら
︑

中
堅
ク
ラ
ス
の
社
員
に
対
す

る
年
間
教
育
計
画
の
中
に

﹁
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
物

流
大
学
校
講
座
の
受
講
﹂
が

盛
り
込
ま
れ
︑
20
年
度
（
第

16
期
）
ま
で
は
当
社
か
ら
毎

年
１
人
受
講
し
て
い
ま
し
た
︒

20
年
度
に
な
っ
て
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
で
︑
国
内
の
景
気
が
急
減

速
し
︑
自
動
車
が
大
幅
に
減

産
さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
当
社

の
輸
送
量
も
減
少
し
ま
し

た
︒
そ
う
し
た
中
で
︑﹁
こ

う
い
う
ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
︑

将
来
の
飛
躍
に
向
け
て
社
員

を
勉
強
さ
せ
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
﹂
と
い
う
当
社

社
長
の
判
断
が
あ
り
︑
21
年

度
（
第
17
期
）
は
私
を
含
め

２
人
が
受
講
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
当
社
で
は
そ
れ
以

降
︑
途
中
３
年
ほ
ど
（
第
22

期
～
第
24
期
）
受
講
生
を
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
︑

29
年
度
（
第
25
期
）
以
降
は

再
び
毎
年
１
人
ず
つ
社
員
を

受
講
さ
せ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
物
流
大
学
校
講
座
で
学

ん
だ
こ
と
や
得
た
こ
と
に
つ
い

て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

第
17
期
の
講
座
は
21
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
︑
当
初
は
同
期
の
仲
間
た

ち
と
何
を
話
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
ず
︑
周
り
か
ら
少
し

浮
い
た
よ
う
な
存
在
で
し

た
︒
そ
れ
で
も
︑﹁
と
も
か

く
卒
業
し
な
け
れ
ば
﹂
と
心

に
決
め
︑
受
講
を
続
け
て
い

ま
し
た
︒

　

そ
う
し
た
状
況
を
大
き
く

変
え
て
く
れ
た
の
が
︑
11
月

に
行
わ
れ
た
琵
琶
湖
畔
で
の

１
泊
２
日
の
研
修
で
し
た
︒

　

こ
の
研
修
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

７
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
︑
１
日
目
に
は
効
果
的

な
提
案
営
業
の
方
法
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論
を
重

ね
︑
翌
２
日
目
に
は
検
討
結

果
を
も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
︒
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な

っ
た
仲
間
た
ち
と
︑
２
日
間

寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
一
心
に

取
り
組
み
ま
し
た
︒
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
同
期
の

仲
間
た
ち
と
打
ち
解
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
︑
自
分
の
中

で
同
期
生
の
存
在
が
よ
り
大

き
く
な
り
ま
し
た
︒

　

こ
の
研
修
以
降
︑
講
座
は

自
分
の
中
で
﹁
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
﹂
も
の
か
ら
﹁
同

期
生
に
会
え
る
か
ら
︑
積
極

的
に
参
加
し
た
い
﹂
も
の
へ

と
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
︒

日
々
実
務
を
こ
な
し
な
が
ら

の
講
座
へ
の
出
席
は
本
当
に

大
変
で
し
た
が
︑
同
期
生
の

存
在
が
心
の
励
み
に
な
り
ま

し
た
︒
22
年
３
月
の
修
了
式

の
時
に
は
︑
皆
勤
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

講
座
を
通
じ
て
同
業
他
社

の
皆
さ
ん
と
の
接
点
が
増
え

た
こ
と
で
︑
次
第
に
自
分
の

﹁
業
界
知
識
の
引
き
出
し
﹂

が
増
え
て
く
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
︒
同
期
生
の
ほ
と
ん

ど
は
自
動
車
部
品
輸
送
以
外

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
︑

中
に
は
既
に
次
期
経
営
者
層

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
︒
そ
の
た
め
︑
同
期
生
た

ち
の
話
が
全
て
新
鮮
に
感
じ

ら
れ
︑
私
に
と
っ
て
は
非
常

に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
︒
刺

激
を
与
え
て
く
れ
る
多
く
の

仲
間
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と

は
︑
本
当
に
良
か
っ
た
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
金
曜
・
土
曜
に
開

催
さ
れ
る
講
座
に
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
た
の
は
︑
私
の

仕
事
の
穴
を
埋
め
て
く
れ
た

当
社
の
上
司
や
部
下
た
ち
の

お
か
げ
で
も
あ
り
︑
非
常
に

感
謝
し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
物
流
大
学
校
卒
業
後

も
、
同
期
の
皆
さ
ん
と
の
勉

強
会
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

そ
う
で
す
ね
。

　

修
了
式
か
ら
１
年
後
の
23

年
６
月
に
第
17
期
会
が
あ

り
︑
そ
れ
か
ら
２
年
ほ
ど
の

間
勉
強
会
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の
時

は
︑
会
合
の
結
果
を
し
っ
か

り
と
議
事
録
と
し
て
残
し
た

り
︑
集
め
た
費
用
の
会
計
監

査
を
事
細
か
に
行
っ
た
り
す

る
な
ど
︑
か
な
り
形
式
ば
っ

た
勉
強
会
で
し
た
︒
し
か
し
︑

会
社
で
の
業
務
を
行
い
な
が

ら
の
勉
強
会
開
催
を
負
担
に

感
じ
た
方
が
多
く
︑
こ
の
形

で
の
勉
強
会
は
一
旦
終
了
と

な
り
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
27
年
１
月
に
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
愛
知

県
ト
協
の
共
催
で
行
わ
れ
た

﹁
26
年
度
物
流
経
営
士
研
修

会
﹂
の
終
了
後
に
同
期
の
仲

間
の
一
部
が
集
ま
り
︑
話
を

し
て
い
る
中
で
﹁
集
ま
れ
る

人
が
参
加
す
る
形
で
︑
気
軽

な
ス
タ
イ
ル
で
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
勉
強
会
﹂
を
始
め
よ

う
と
い
う
こ
と
で
︑
阿
部
光

記
さ
ん
（
㈱
サ
ン
コ
ー
︑
栃

木
県
）と
亀
井
幸
雄
さ
ん（
㈱

中
田
商
事
︑
三
重
県
）
を
代

表
幹
事
と
し
た
﹁
物
流
を
愛

す
る
愉
快
な
仲
間
達
﹂（
17

期
有
志
の
俗
称
）を
結
成
し
︑

合
同
勉
強
会
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
︒
な
お
︑﹁
物
流

を
愛
す
る
愉
快
な
仲
間
達
﹂

の
活
動
内
容
と
し
て
は
図	

の

通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

合
同
勉
強
会
の
主
催
側
に

つ
い
て
は
︑
参
加
者
が
持
ち

回
り
で
対
応
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
︒
皆
が
当
事
者
意

識
を
も
ち
︑
自
分
た
ち
で
運

営
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
︑

﹁
全
員
参
加
型
﹂
の
会
に
し

た
い
と
い
う
意
図
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
︒

　

 

表	

の
通
り
︑
27
年
２
月
に

第
１
回
を
開
催
し
︑
こ
れ
ま

で
の
３
年
半
に
わ
た
っ
て
10

回
開
催
し
て
き
ま
し
た
︒
合

同
勉
強
会
の
主
な
内
容
と
し

て
は
︑﹁
見
学
会
﹂
と
﹁
懇

親
会
﹂
が
中
心
に
な
っ
て
い

ま
す
︒
見
学
会
で
は
︑
参
加

者
が
所
属
し
て
い
る
運
送
事

業
者
の
見
学
だ
け
で
な
く
︑

各
事
業
者
さ
ん
と
取
引
さ
れ

て
い
る
荷
主
企
業
の
見
学
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

同
業
他
社
や
荷
主
企
業
の
仕

事
の
様
子
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
︑
毎
回
新
た

な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

︱
︱
合
同
勉
強
会
の
参
加
者

は
、
第
17
期
生
の
方
が
中
心

で
す
か
？

　

第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
で

は
第
17
期
か
ら
の
参
加
者
が

中
心
で
し
た
が
︑
他
の
期
か

ら
の
参
加
者
を
増
や
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
︑28
年
１
月
の

﹁
27
年
度
物
流
経
営
士
研
修

会
﹂
の
中
で
私
が
合
同
勉
強

会
に
関
す
る
発
表
を
行
う
と

と
も
に
︑
次
回
勉
強
会
の
案

内
を
研
修
会
出
席
者
に
配
布

し
ま
し
た
︒
そ
の
後
行
わ
れ

た
第
４
回
勉
強
会
で
は
︑
第

17
期
生
以
外
か
ら
も
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒

　

第
７
回
か
ら
は
︑
阿
部
さ

ん
と
亀
井
さ
ん
に
代
わ
っ
て

私
が
会
の
企
画
・
運
営
を
務

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

そ
の
次
の
第
８
回
で
は
︑
物

流
大
学
校
講
座
を
受
講
し
て

い
る﹁
当
時
の
現
役
世
代（
第

25
期
）
を
巻
き
込
み
た
い
﹂

と
い
う
思
い
か
ら
︑
物
流
大

学
校
の
特
別
講
座
終
了
後

に
︑
引
き
続
き
諸
討
議
や
懇

親
会
を
実
施
し
ま
し
た
︒
実

は
当
社
で
も
そ
う
な
の
で
す

が
︑
第
17
期
生
の
所
属
会
社

の
多
く
で
第
25
期
に
も
受
講

者
を
送
り
込
ん
で
い
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
︑﹁
第
17
期

生
と
第
25
期
生
で
連
携
し
て

合
同
勉
強
会
を
よ
り
活
性
化

さ
せ
た
い
﹂
と
い
う
考
え
が

あ
り
ま
し
た
︒
第
10
回
で
は
︑

第
25
期
生
か
ら
も
10
人
ほ
ど

が
参
加
し
た
ほ
か
︑
そ
れ
以

外
の
期
か
ら
も
多
く
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
︒
も
ち
ろ

ん
︑
会
に
は
他
の
期
の
方
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
︒

　

次
回
の
第
11
回
か
ら
は
︑

企
画
・
運
営
の
役
割
を
第
25

期
生
に
譲
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
︑﹁
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
︑
物
流
へ
の
思
い
を

同
じ
に
す
る
仲
間
た
ち
に
会

え
る
﹂﹁
物
流
業
界
の
仲
間

か
ら
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と

で
︑
自
身
の
成
長
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
﹂
合
同
勉
強

会
へ
の
参
加
を
︑
今
後
も
続

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
最
後
に
、
い
ま
物
流
大

学
校
講
座
の
受
講
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

物
流
大
学
校
講
座
は
︑
職

域
や
立
場
の
違
う
同
業
他
社

の
方
々
と
出
会
い
︑
交
流
を

深
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

絶
好
の
場
所
だ
と
思
い
ま

す
︒
ま
た
︑
受
講
中
に
限
ら

ず
︑
修
了
後
も
仲
間
と
の
交

大きな財産になった「業界の仲間たちとの出会い」

向上心ある経営・管理者層に
積極的に受講してほしい

「
物
流
を
愛
す
る
愉
快
な
仲
間
達
」と
の

合
同
勉
強
会
を
開
催

「合同勉強会」では、参加者が持ち回りで取り組みなどの発表を行っている（写真は第10回）

コラム▷▷▷「物流経営士資格認定制度」とは？
　トラック運送事業の健全な発展のため、事業に関する知識および技能の向上を図
り、もってトラック運送事業の経営に携わる人々の資質向上に資することを目的に、
平成 10年に「物流経営士資格認定制度」が創設されました。
　「物流経営士」の資格を取得しようとする人は、全日本トラック協会の承認を受け
た「物流経営士資格認定講座実施機関」にて物流経営士資格認定講座を受講し、

試験を受験する必要があります。試験の合格者に対しては、全ト協会長から「物流
経営士」資格が付与されます。
　なお、「物流経営士資格認定講座実施機関」は、東京都トラック協会（受講期
間：10月～翌 9月）と愛知県トラック協会（同：4月～翌 3月）の2団体となって
います。

 図  「物流を愛する愉快な仲間達」活動内容

一堂に会する機会を
◇情報の泉の場（ネットワークの構築）
◇共育の場（勉強会の開催）
◇開発の場（物流に関わる研究、開発）
◇�開拓の場（物流に関わる視察、情報収
集）� ――等とする。

  表 　「物流を愛する愉快な仲間達」（17期有志の俗称）の「勉強会」の軌跡

回数 開催
年月 開催場所 参加

人数
内

17期 主なスケジュール

― 平成27.
1 全ト協物流経営士研修会（名古屋） 定例会＆懇親会

※この機が「勉強会」の源流となる
第１回 27. 2 中田商事（三重県伊賀市） 8 6 同社にて諸討議など⇨懇親会
第２回 27. 6 岡崎通運（愛知県豊田市） 17 14 同社会社見学＆諸討議など⇨懇親会

第３回 27.10 サンコー（栃木県日光市） 10 8 近隣観光⇨荷主見学⇨同社にて諸討議など⇨懇
親会

― 28. 1 全ト協物流経営士研修会（名古屋） 定例会＆懇親会
第４回 28. 2 マイシン（愛知県豊橋市） 21 12 荷主見学⇨同社にて諸討議＆会社見学⇨懇親会
第５回 28. 6 遠州西濃運輸（静岡県浜松市） 11 7 行政（防災）見学⇨同社にて諸討議⇨懇親会
第６回 28.11 アップル運輸（長野県長野市） 7 6 同社にて会社見学⇨宿泊先にて諸討議⇨懇親会
― 29. 2 全ト協物流経営士研修会（名古屋） 定例会＆懇親会

第７回 29. 6 石川県トラック協会（石川県金沢市） 9 9 同団体にて諸討議など⇨懇親会

第８回 29.11 中部トラック総合研修センター（愛知
県みよし市） 8 8 物流大学校講座特別受講⇨諸討議⇨懇親会

（25期と合同）
第９回 30. 2 AM：喫茶店（名古屋） 3 2 近況報告
― 30. 2 PM：全ト協物流経営士研修会（名古屋） 定例会＆懇親会

第10回 30. 6 貸会議室（名古屋） 19 6 マイシン辻社長（17期）による基調講演＆定例会＆
懇親会

職
域
や
立
場
の
異
な
る
参
加
者
同
士

が
交
流
を
深
め
る
「
懇
親
会
」


